
東温市事務事業評価シート　平成29年度実施事業対象
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消防団車両、小型ポンプの更新や、蔵置所の整備は、費用が高額であり、計画的に実施する必要があります。また、大規模災害を想
定した、より実効性のある計画を作成するために、各地区の防災力の精査を行い消防団の機動力の向上につながる整備を行う必要
があります。

二次評価者 総務予防課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

市民の安心安全を守るために必要な事業です。

有効性 車両・小型ポンプの更新は災害対応能力の向上に繋がっています。また、施設整備をすることで災害に強いまちづくりに繋がっています。

達成度 各事業の計画を維持することで、消防力が維持できるよう努めます。

必要性

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 17,647 23,505 12,563
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一次評価者 消防団係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

消防団車両、小型ポンプの更新や、蔵置所の維持管理に努めているものの、南海トラフ巨大地震等の大規模自然災害に対応できるよう消防団
の機能強化が必要です。

効率性 車両、小型ポンプ、蔵置所改修を計画的に実施することで安定した消防力が維持できています。

改　革
計　画

消防団施設整備や資機材整備について検討し、大規模災害も対応できるように機能強化を図ります。

今後の方向性 拡大・充実達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

計(Ａ) 14,301 20,433 9,430

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.561 3,346 0.511 3,072 0.511 3,133

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 6,089 12,906 5,476

Ｄ
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予算費目 会計 一般会計 費目名 常備消防

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 8,212 7,527 3,954

地方債 0 0
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蔵置所の維持管理 災害対応力の向上 棟
1 2 1 ―

1 2

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

小型ポンプの購入 災害対応力の向上 台
3 0 0 ―

3 0

消防団車両の更新 災害対応力の向上 台
1 2 1 ―

1

公的関与

089-964-5211 メールアドレス soumu-yobou@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

（２）消防・救急体制の充実

事業区分

事業の対象 東温市消防団の装備・施設 根拠法令 消防団を中核とした地域防災力の充実強化に関する法律

総合計画 政策目標 第２章 安全で快適な社会基盤のまち 政策項目 ５ 消防体制と防災・減災対策の充実

020 3024 事務事業名 消防団の装備・施設整備事務 細事務事業名

主要施策

該当

事業の目的 最終的
大規模災害時に消防力を最大に発揮できるようにしま
す。

今年度
資機材を維持管理し、また、更新し、施設を整備することで災
害対応能力の向上に努めます。

活動内容
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課　　名 総務予防課 係　　名 消防団係 電話番号

ハード事業 事業運営方法 直営 実施計画

消防団車両更新事業。 小型ポンプ購入事業。

消防団車両の維持管理事務。

蔵置所の維持管理事業。

成果指標


